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Carumonamの 臨 床 的検 討
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新 しいモノバクタム系の抗生剤であるcarumonamを 菌血症2例,呼 吸器感染症14例,

尿路感染症2例,肝,胆 道系感染症2例,細 菌感染 を疑 われた発熱例1例 の21例 に使用

し,臨 床効果,細 菌学的効果,副 作用,臨 床検査値 について検討 した。

Carumonamは,点 滴静注 あるいはoneshot静 注 で使用 し,1日 使用量 は0.5～6.Og,

使用 日数は2～40日 で あった。臨床効果は,著 効2例,有 効10例,や や有効3例,無 効2

例,判 定不能4例 で,有 効率 は70.6%で あ った。細菌学的効果は,原 因 と思われる細菌を

分離 した13例 について検討 し,菌 消失4例,減 少5例,不 変3例,菌 交代1例 であった。

本剤使用による副作用 は認めなか った。臨床検査値の異常 は,1例 でGOT,GPT上

昇,1例 でGOT,GPT上 昇,白 血球減少,好 酸球増多を認 めた。

は じ め に

Carumonam(CRMN,AMA-1080)は,武 田薬 品 で

開発 され たモ ノバ クタ ム系 の新 しい 抗 生物 質 で あ り,化

学構造 はFig.1の とお りで あ る。

本剤 は,Pseudomonas aeruginosaを 含 む グ ラ ム陰 性

菌 に強 い抗 菌 力 を もつ とと もに,各 種 β-lactamaseに 対

してきわ めて安 定 で あ る12も

我々 は,CRMNを 使 用 す る機 会 をえ た ので,そ の 臨 床

効果,細 菌 学的 効果,副 作 用,臨 床検 査 値 の 変 動 につ い

ての成 績 を報 告 す る。

Fig.1 Chemical structure of carumonam

1.症 例 および方法

昭和59年7月 か ら60年8月 までの13カ 月間 に

おける新潟大学医学部付属病院第二内科,信 楽園病

院内科,長 岡赤十字病院内科の入院患者の うち,菌

血症2例,呼 吸器感染症14例,尿 路感染症2例,

肝,胆 道系感染症2例,細 菌感染症を疑われた発熱

例1例 の21例 を対象にして,CRMNを 点 滴静注あ

るいはoneshot静 注 で使用 し,そ の効果 と副作用に

ついて検討 した。

患者の年齢は21歳 から92歳 までで,性 別は男13

例,女8例 であった。 これ らの症例 のうち,な ん ら

かの基礎疾患を有する症例は15例 で,そ の内訳 は気

管支拡張症2例,陳 旧性肺結核2例,腎 不全5例,

悪性腫瘍2例,膠 原病2例,急 性骨髄性白血病1例,

線 毛 機 能 不 全 症 候 群1例,脳 血 管 障 害1例,

Aspergilloma1例 で あった。

CRMNの 使用量は,腎 不全例で1日0.5g×1,1

g×1で,そ の他の症例では1日1g×2,2g×2,3g

×2で あった。使用期間は,2～40日,総 使用量 は,

3～130gで あ った。

効果の判定は,起 炎菌の明 らかな症例では細菌の
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Table 1 Clinical results of carumonam
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消失の有無を見た細菌学的効果 と自他覚所見の改善

度を見た2面 か ら実施 し,起 炎菌不明の症例では自

他覚所見の改善のみを見 て行 った。臨床効果につい

ては主治医の意見 を採用 し,著 効,有 効,や や有効,

無効の4段 階にわけて判定 した。

副作用については,と くに発疹な どのアレルギー

反応と下痢などの消化器症状について注意深 く観察

し,その有無を確かめた。また,CRMNに よると思

われる臨床検査値(末 梢 白血球数,白 血球分画,血

小板数,S-GOT,S-GPT,ア ルカ リフォスファタ

ーゼ,血 清総 ビリルビン,BUN,血 清 クレアチニ

ン,血 清Na,K,C1,尿 蛋 白)の 異常の有無 を,

本剤使用前後の値を比較することによ り確かめた。

II.成 績

(1)臨 床効果および細菌学的効果

各症例についての概要はTable1に 示 した。

1)菌 血症(症 例1,2,19)

症例1はSLEの 症例で,突 然40℃ の発熱が出現

し,血 液培養の結果Eschenchiacoliが 検 出された。

CRMN使 用 により3日 目には下熱 し,菌 も消失 し,

著効であった。分離 され たEcoliに 対 す るMIC

は,本 剤は0.05μg/mlと 良 好な抗菌力を有 してい

た。本例は,過 去 にペニシリン,セ フェム,テ トラ

サイクリン使用で発疹が出現 していたが,本 剤使用

では副作用を認めなかった。症例2は 糖尿病の症例

で,38℃ 台 の発熱が続 き血液培養の結果Ecoliが

検出された。本剤使用により7日 後 に除菌 され,下

熱し有効であった。症例19は,肝 膿瘍を感染巣 とし

た菌血症 の 症例 で,血 液 培 養 の結 果Klebsiella

pneumoniaeが 検 出 された。CRMN使 用 によ り3

日目には下熱 し,菌 も消失 し,著 効であった。

2)呼 吸器感染症(症 例4～17)

症例4,5は,基 礎疾患にAspergilloma,線 毛機

能不全症候群を有する症例で,と もにEcoliを 起 炎

菌とした肺炎であった。本剤の使用により,そ れぞ

れ菌減少,消 失を認めたが,喀 痰量は減少せず,臨

床効果はやや有効であった。症例6は ,cefsulodin

(CFS)が 無効であった1Raemginosaに よる肺炎で

あった。CRMN使 用 によって もPaeruginosaは 除

菌されなかったが,下 熱を見て,有 効であった。症

例7,8,9は 起 炎菌不明の肺炎例でいずれ も胸部X

線上肺炎陰影の消失を認め,有 効であった。症例10

は,精 査の結果間質性肺炎 と判明し
,効 果判定不能

であった。症例11の 肺炎は,胸 部X線 上肺炎陰影の

改善 を認め,有 効であった。症例12,13の 気 管支拡

張症に伴 った感染は,起 炎菌がPaemginosaで,細

菌学的効果 にはいずれ も菌の一部消失,減 少 を認め

たが,呼 吸困難 はむ しろ増悪 し,無 効 であった。症

例14のDPBは,Paemginosaは 不 変であったが

呼吸困難は改善 し,有 効であった。症例15,16の 陳

旧 性 肺 結 核 に 伴 っ た 感 染 は,起 炎 菌 がP

aeruginosa,Serratia marcescens,Branhamella

catarrhalisで あ った。細菌学的効果 は,症 例15は 減

少,症 例16は 不変であった。臨床効果は,と もに有

効であった。症例17の 扁桃炎は,基 礎疾患が急性骨

髄 性白血病であったが,Paemginosaは 除 菌され,

臨床効果 も有効であった。なお本例は,cefmeno-

xime(CMX),minocycline(MINO)に ア レル

ギーが認め られたが,本 剤では認められなかった。

3)肝,胆 道系感染症(症 例18,19)

症例18は 胆 嚢炎で,僧 帽弁閉鎖不全の弁置換術後

の症例 で,多 臓器不全があ り,本 剤使用は不適当で

あった。起炎菌は不明で,効 果判定 も不能 であった。

症例19に ついてはさきにのべた。

4)尿 路感染症(症 例20,21)

症例20は,脳 出血後の腎不全例で,フ ォーレカテ

ーテルが留置 されていた
。起炎菌のP aeruginosa

が,Enterococcus faecalis, Staphylococcus aureus

に菌交代をお こし,臨 床効果 もやや有効に とどまっ

た。分離 され たPuruginosaに 対 す るMICは,

CRMN,CFS,ceftazidime(CAZ)は1.56μg/m1

で,cefoperazone(CPZ)は12.5μg/mlで あ っ

た。症例21も,カ テーテル留置例で,感 染ははっき

りせず,効 果判定 は不能であった。

5)不 明熱症例(症 例3)

症 例3は,慢 性腎不全のため透析施行 中不明熱が

出現 した。その後精査の結果,結 核性 リンパ節炎 と

判明 したため,判 定 よ り除外 した。なお本例 は,

ceftizoxime(CZX)に 対 しアレルギーが認められた

が,本 剤では認められなかった。

以上21例 を総括すると,細 菌学的効果 は,菌 消失

4例,減 少5例,不 変3例,菌 交代1例,不 明8例 で

あった。臨床効果は,著 効2例,有 効10例,や や有

効3例,無 効2例,判 定不能4例 で,有 効率は70.6

%で あ った。

(2)副 作 用および臨床検査値異常

副作用は全例で認めなかった。
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臨床検査値異常は,症 例10でGOT,GPT軽 度 上

昇,白 血球減少,好 酸球増多を認めたが,使 用中止

後正常値となった。症例11で もGOT,GPTの 軽 度

上昇を認めた(Table2)。

III.考 察

CRMNは,Haemophilus influenzae,Ecoli,

Kpneumoniae,Proteus mirabilis,Paeruginosa

などのグラム陰性菌に良好な抗菌力 を有する1,2)。今

回我々は,グ ラム陰性菌感染症を中心 に21例 の感染

症にCRMNを 使 用 し,臨 床的検討を行 った。

菌血症の3例 は,基 礎疾 患 としてSLE,糖 尿 病,

肝膿瘍 を有 していたが,起 炎菌 は,Ecoli,K.

pneumoniaeで,除 菌 されていた。グラム陰性菌の菌

血症に対して,本 剤は十分な効果が期待される。

呼吸器感染症14例 の検討では,有 効9例,や や有

効2例,無 効2例,判 定不能1例 で,有 効率は69.2

%で あ り,新 薬シンポジウムにおける呼吸器感染症

の有効率60.4%1)と ほぼ同等の成績であった。起炎

菌で検討すると,Ecoli,Smarcescens,Entero-

bactercloacae,K.pnemoniae,B.catarrhalisは,

いずれも消失 あるいは減 少 していた。Paerugi-

nosaは,消 失1例,減 少3例,不 変3例 であった。

Paeruginosaに よる呼吸器感染症は難治性であるこ

とが多い。CRMNは,Paeruginosaに 強い抗菌力をも

つため,今後慢性気道感染症などに効果が期待される。

尿路感染症は,今 回は2例 しか検討 しなか ったた

め評価 で きないが,症 例20は 起 炎菌 のPaeru-

8inosaが,FfaecalisとSaureusに 菌 交 代 をお こ

していた。本剤はグラム陽性菌に対 して抗菌力が弱

いため,こ のような結果 となったのであろうが,今

後本剤を使用するにあたって気になる点である。

21例 全体の臨床有効率 は70.6%で あ った。これは

新薬シンポジウムの内科領域 におけるCRMNの 有

効率65.2%1)よ りよい成績 であった。

副作用 は,1例 も認めなか った。臨床検査値異常

は,2例 でGOT,GPTの 上 昇を認 めたが,い ずれ

も53～66U/Lの 軽度上昇であった。症例1,3,17

は,他 の β-lactam系 抗生剤で発疹 などのアレルギ

ー反応 を認 めたが
,本 剤使用では認 めなか った。一

般 に,β-1actam系 抗 生剤でアレルギー反応 を認 め

た場合,ペ ニ シリン,セ フェム剤は使用 しに くく,

治 療 に苦 慮 す る こ とが 多い が,本 剤 が 他 の β-

1actam系 抗 生剤 と交叉 アレルギーを有 さない とす

ると,非 常 に貴重な抗生剤 となるであろう。 この点

については,今 後なお検討が必要である。

現在,菌 血症,呼 吸器感染症,尿 路感染症の起炎

菌はグラム陰性菌が多いので,グ ラム陰性菌に対 し

良好な抗菌力 をもつCRMNの 効 果が期待 され る。

とくに本剤 は,Paemginosaに 対 して も強い抗菌

力を有するので,慢 性気道感染症,複 雑性尿路感染

症では使用 しやすい抗生剤であろう。 しかし,本 剤

はグラム陽性菌 に対 しては無効である。 したがって,

起 炎菌不明の症例 などに本剤 を乱用することは危険

である。 また,本 剤使用中にはグラム陽性菌(と く

に,Efaecalis,Saureusな ど)へ の菌交代にも

気 をつけなければならない。
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Carumonam, a new monobactam antibiotic, was administrated to 2 patients with bacteremia, 14
with respiratory tract infection, 2 with urinary tract infection, 2 with liver and biliary tract infection ,
and 1 with fever of unknown origin. The patients received the drug for 2 to 40 days in a dose of
0.5-6.0 g/day.

Clinical effects were excellent in 2 cases, good in 10, fair in 3, poor in 2, and undetermined in 4,
showing an efficacy rate of 70.6%.

As to abnormal laboratory findings possibly related to this drug, slight abnormality in liver function
tests was observed in two cases, and slight leukopenia and eosinophilia in one. No side effects were
found.


